
学校番号 1011 

令和５年度 芸術科 [音楽] 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 単位数 2単位 年次 3年次 

使用教科書 高校音楽Ⅱ 改訂版 Music View （教育出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・音楽 Iで習得した知識・技能をもとに、より発展的な課題に取り組みます。 

・表現および鑑賞の活動をとおして、音楽を形づくっている要素について探究し、器楽や歌唱で表

現する力を重視します。 

・演奏による表現のほかに、感じたことを言葉で伝える力を習得するために、振り返りシートや感

想文を提出すること課します。自分の考えや感じたことを文章で分かりやすく伝える国語力を磨

きましょう。 

・音楽史や楽典の基礎知識について、音楽 Iを基盤により深い内容について学習します。歴史の流

れの中で様々な地域の音楽について考察し、普段聴き慣れない音楽についても興味関心を持って

学習しましょう。 

・演奏では、個人の演奏技能の研鑽に加えて、グループでの合奏や合唱による音楽活動を行います。

自分の思いだけでなく周囲と協調して課題に取り組み、演奏を完成させていけるようにほかの履

修者と協力して授業の取り組みに主体的に参加してください。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、創造的な表現と

鑑賞の能力を伸ばし、我が国及び諸外国の音楽文化について理解を深める。 

合奏や合唱などにグループで取り組ませたり、楽器の練習に二人一組で取り組む時間を設けたりす

ることで、助け合い、協力して課題に立ち向かわせ、コミュニケーション力や協調性を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽表現の 

創意工夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

さまざまな楽曲に関

心を持ち、演奏や鑑賞

に取り組む。演奏技術

向上のために意欲的

に練習し、言語活動を

とおして楽曲につい

ての自分の考えを述

べる。 

器楽や歌唱において、

強弱記号などに気を

付けて楽曲を豊かに

表現する。歌詞の内容

や楽曲構成から表現

したいイメージを持

ち、工夫して演奏す

る。 

器楽の正しい奏法を

理解し、楽曲を演奏

する。歌唱の正しい

姿勢と発声方法を理

解し、楽曲を正しい

音程で歌唱する。楽

典の基礎知識を習得

する。 

さまざまな音楽の良

さを感じ取って鑑賞

し、その音楽的特徴、

文化的・歴史的背景

を理解する。学習内

容や考察、所感を文

章で表現する。 

評
価
方
法 

活動の様子 

振り返りシート 

 

実技テスト 

活動の様子 

 

実技テスト 

活動の様子 

筆記テスト 

 

感想文を含むワーク

シート 

活動の様子 

筆記テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 



４ 学習の活動(年間学習指導計画) 

学 

期 

 

 学習項目 学習内容 

主な評価の観点 

到達目標 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

歌唱 

「３６５日の紙飛

行機」「糸」「A 

Dream Is A 

Wish Your 

Heart Makes」 

 

 

・基礎的な発声法

や発音の仕方を

身に付ける。 

・強弱記号や奏法

記号に気をつけな

がら正しい音程で

歌唱する。 

・発音や歌詞の内

容に気をつけて表

現したいイメージ

を持って歌唱す

る。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 a:口の形や姿勢、腹式呼吸

の仕方などで工夫を試み、

歌声がしっかり響く歌唱法

を探究することに興味・関

心をもっている。 

b:楽曲の歌詞や形式などか

ら表現したいイメージを持

ち、歌唱表現を工夫してい

る。 

c:正確な音程や強弱記号の

表現に気を付けて歌唱する

技術を身につけている。 

活動の様子 

実技テスト 

振り返りシー

ト 

器楽 

・ギター 

「なごり雪」 

 

 

 

 

（・アルトリコーダ

ー） 

 

・ギターの正しい

演奏姿勢や奏法

について知り、簡

単な旋律を演奏

する。 

（・アルトリコーダ

ーの奏法につい

て知り、音階や簡

単な楽曲の旋律を

演奏する。） 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 a:楽器の正しい奏法を理解

し、楽曲をよりよい音で演

奏するために工夫を試み表

現することに関心と意欲を

持っている。 

b:曲想を感じ取り、表現し

たいイメージを持って演奏

表現を工夫している。 

c:基礎的な楽器の奏法や表

現したいことを伝えるため

の技能を身につけている。 

活動の様子 

実技テスト 

振り返りシー

ト 

 

 
鑑賞・楽典 

① 鑑賞 

・映画音楽「シン

デレラ」「風の谷

のナウシカ」 

・西洋音楽史① 

ルネサンスから

バロックまで 

 

② 楽典 

・楽典の復習 

 

 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:①音楽の良さを感じ取と

ろうとしながら鑑賞する。

様々な音楽をその文化的、

歴史的背景から理解しよう

とする。②楽典の基礎知識

を習得するための活動に意

欲的に取り組んでいる。 

c:楽典の基礎知識を身につ

けている。古代からルネサ

ンスまでの西洋音楽史の基

礎知識を身に着けている 

d:①さまざまな音楽の文化

的、歴史的背景を理解し、

演奏形式や楽曲形式につい

ての考察や作品に対する感

想を自分の言葉で述べてい

る。 

活動の様子 

ワークシート 

感想文 

筆記テスト 

 



２ 

学 

期 

歌唱 

「Nowhere Man」 

「An die Musik」 

 

・基礎的な発声法

や発音の仕方を

身に付ける。 

・強弱記号や奏法

記号に気をつけな

がら正しい音程で

歌唱する。 

・発音や歌詞の内

容を理解し、表現

したいイメージを

持って歌唱する。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 a:口の形や姿勢、腹式呼吸

の仕方などで工夫を試み、

歌声がしっかり響く歌唱法

を探究することに興味・関

心をもっている。 

b:楽曲の歌詞や形式などか

ら表現したいイメージを持

ち、歌唱表現を工夫してい

る。 

c:正確な音程や強弱記号の

表現に気を付けて歌唱する

技術を身につけている。 

活動の様子 

実技テスト 

振り返りシー

ト 

器楽 

・ギター 

「 Love Me 

Tender」 

 

・合奏 

「Yesterday 

once more」 

（・アルトリコーダ

ー） 

・コードによる演奏

について知り、簡

単なコードで楽曲

の和声を演奏す

る。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 a:楽器の正しい奏法を理解

し、楽曲をよりよい音で演

奏するために工夫を試み表

現することに関心と意欲を

持っている。 

b:曲想を感じ取り、表現し

たいイメージを持って演奏

表現を工夫している。 

c:基礎的な楽器の奏法や表

現したいことを伝えるため

の技能を身につけている。 

活動の様子 

実技テスト 

振り返りシー

ト 

 

鑑賞・楽典 

① 鑑賞 

・西洋音楽史② 

古典主義 

ロマン主義 

 

・ポピュラー音

楽史 (ロックミュ

ージックの歴史) 

 

② 楽典 

・メジャーコード

とマイナーコー

ド 

  

 

 

 

○ 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:①音楽の良さを感じ取と

ろうとしながら鑑賞する。

様々な音楽をその文化的、

歴史的背景から理解しよう

とする。②コードの構成音

について知り、メジャーコ

ードとマイナーコードの響

きの違いを理解しようとす

る。 

c:①音楽史の基礎知識を身

につけている。②メジャー

コードとマイナーコードの

構成について理解してい

る。 

d:①さまざまな音楽の文化

的、歴史的背景を理解し、

演奏形式や楽曲形式につい

ての考察や作品に対する感

想を自分の言葉で述べてい

る。 

活動の様子 

ワークシート 

感想文 

筆記テスト 

 

 



 

３ 

学 

期 

歌唱 

・合唱曲など 

・音の重なりを感じ

取りながら自分の

パートを歌う。 

・歌詞の内容を理

解し、表現したい

イメージを持って

歌唱する。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 a:合唱で、複数の旋律の重

なりによって生じる和声的

な広がりに興味・関心をも

っている。 

b:楽曲の歌詞や形式などか

ら表現したいイメージを持

ち、歌唱表現を工夫してい

る。 

c:正確な音程や強弱記号の

表現に気を付けて歌唱する

技術を身につけている。 

活動の様子 

実技テスト 

振り返りシー

ト 

器楽 

・合奏 

 

・グループで演奏

する楽曲や楽器

編成を決めて合奏

する。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 a:協力して合奏の練習を

し、楽器の音色の重なりを

感じながら表現することに

関心と意欲を持っている。 

b:曲想を感じ取り、表現し

たいイメージを持って演奏

表現を工夫している。 

c:基礎的な楽器の奏法やテ

ンポを合わせて合奏するた

めの技能を身につけてい

る。 

活動の様子 

実技テスト 

振り返りシー

ト 

 

鑑賞・楽典 

① 鑑賞 

・祈りと音楽 

 

 

② 楽典 

・さまざまなコー

ド 

  

 

 

 

○ 

  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:①音楽の良さを感じ取と

ろうとしながら鑑賞する。

様々な音楽の文化的、歴史

的背景を理解しようとす

る。②コードによる響きの

違いを聞き取ろうとする。 

c:①さまざまな宗教音楽を

文化的背景から理解してい

る。②さまざまなコードの

構成について理解してい

る。 

d:①祈りと音楽の関わりに

ついて知り、さまざまな音

楽文化や作品に対する考察

や感想を自分の言葉で述べ

ている。 

活動の様子 

ワークシート 

感想文 

筆記テスト 

 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


